
陵南の森公民館使用の手引き 

                             制定 令和６年４月１日 

【公民館の目的】 

 公民館は社会教育法ならびに羽曳野市立公民館条例に基づき、運営される社会教育施設です。 

 

【使用対象者】 

 羽曳野市内に在住・在勤・在学されている方が中心になって組織された、おおむね５人以上の団体で、

各種の文化サークル活動、学習会,研修会、発表会などにご使用いただけます。使用料は無料です。但し、

講師が代表者を兼ねる個人の教室等での使用はできません。 

 

【休館日】 

①年末年始（12月 29 日～１月３日）②教育委員会が特に必要と認めた日（施設管理のための臨時休館等） 

 

【使用できる部屋】 

実習室、料理実習室、和室、視聴覚室、研修室１、研修室２・３ 

 

【使用できる時間区分】 

・午前の部９：００～１２：００ 

・午後の部１３：００～１７：００ 

・夜間の部１８：００～２１：００ 

※１団体が使用できる回数は、１部屋１区分の使用を１回とし、原則週１回、月４回までです。 

※準備と片づけの時間を含みます。※第５週目（月末 29 日以降）は、施設管理のため貸館は休みです。 

 

【使用申込方法】 

一般使用の場合は、「一般使用団体名簿」を提出してください。定期使用登録グループについては、他に登

録基準があり、年間使用仮予約ができます。詳細は職員にご相談ください。 

申請時 

「公民館使用申請書」を提出し、「使用許可書」を受け取る。 

   ※使用申請は、使用日の属する月の２か月前の初日から受付します。 

※予約取消しの場合は、速やかに連絡をお願いします。 

使用当日 

  ・「使用許可書」を受付に提示し、「鍵」と「使用報告書」を受け取り、入室します。 

  ・使用後は、①椅子、机、備品など使用した備品の整理整頓をお願いします。 

        ②黒板・ホワイトボード使用時は消してください。 

        ③机、床の掃き掃除、拭き掃除（各部屋の掃除道具をお使いください。） 

        ④空調、電気、電化製品等のスイッチ、コンセント、元全の確認してください。 

        ⑤窓、ドアの鍵を閉めてください。 

        ⑥「使用報告書」に人数、活動内容等を記入して、鍵と共に事務所へ提出してください。 

※机、いす等の設備、備品等は丁寧に取り扱ってください。破損、滅失の場合は実

費で損害を賠償していただく場合があります。ただちに事務所に申し出て指示を

受けて下さい。 

 



 

 

【使用の優先順位】  ※定期使用登録グループは、年間仮予約が可能です。別途登録基準あり。 

①災害時避難場所 ②公民館主催事業 ③市・教育委員会事業 ④協議会・登録グループ事業 ⑤一般団

体 

 

【禁止行為】 以下の行為を禁止します。 

①公の秩序,又は善良な風俗を乱すような行為をすること。 

②館内での物品の販売又はこれに類する営利を目的とした事業を行ったり,特定の営利事業にその名称を

使用させ、その他営利事業を援助したりすること。 

③特定の政党の利害に関する事業を行ったり、公私の選挙に関し、特定の候補者の支持をするとこと。 

④特定の宗教を支持し、又は特定の教派、宗派、教団を支援すること。 

⑤グループの名称に講師の名前や号を付すこと。 

⑥資格・免状等の発行を行うこと。  

⑦飲酒,宴会を行うこと。 

⑧許可した以外の目的で使用すること。  

⑨許可した以外の施設又は付属施設を使用すること。 

⑩又貸しを行って施設等を使用すること。 

⑪調理実習室以外での飲食（水分補給は可、総合センター玄関横の茶話室、中庭観覧席は飲食可です。） 

⑫館内での喫煙。（館外所定喫煙場所での喫煙は可） 

⑬許可を受けないで館内に貼紙をすること。 

⑭動物（身障者補助犬は除く）、危険物等を持ち込むこと。 

 

【事故防止・災害時の対策】 

①使用者は、施設内外が混雑しないよう整理してご使用ください。 

②不測の事態に備えて、非常口の場所、避難誘導の方法、消火設備等の事前確認をお願いします。 

③緊急の場合、館事務所に連絡し係員の指示に従ってください。 

④毎年行う消防訓練には、できる限り参加をお願いします。 

 

【使用の取消等】 

次に該当する場合は,使用の許可を取り消し、又はその使用を制限し、若しくは停止し、退去を命じること

があります。 

・法令に違反する行為を行ったとき。 ・館の規定及び使用許可条件に違反したとき。 

・公の秩序又は善良な風俗を害したとき又は施設等を破損させたとき。 

※これらの処分によって使用者等がこうむった損害について、賠償の費は負いません。 

 

【その他の事業】 

公民館では、グループ活動のほか各種教養講座、その他イベント等を行っています。 

これらの催しについては、市広報やチラシ等でご案内しています。 

 

【留意事項】 

 羽曳野市暴力団排除条例の規定に基づき、申請書に記載の情報を警察に照会する場合があります。また、

申請内容について、詳細に聞き取りさせていただく場合があります。 


